


方、ADI は、長期的に摂取した場合の毒性

を表す指標であるため、数回 ADI を超え

る量を摂取してもすぐに摂取を止めれば

大きな問題となることは少ないと考えら

れます。 

 

急性参照用量（ARfD）の設定状況 

  わが国の農薬のリスク評価は、これまで

ADI の設定を中心に行われてきた経緯が

あります。海外では、国際評価機関や多く

の国で短期経口摂取による影響評価が行

われており、その指標として ARfD が設定

されています。日本でも中国製冷凍ギョウ

ザや今回の冷凍食品事件などを機に、メタ

ミドホス、アセタミプリド及びマラチオン

について ARfD が設定されていますが、今

後、既存の農薬や新規登録農薬に ARfD が

設定されていく予定です。 

 

食品の農薬検査 

  当県では、小売店などの店頭から収去検

査（抜き打ちの行政検査）として、様々な

食品について残留農薬、残留動物用医薬品、

食品添加物等の検査をしています。また、

過去に発生した冷凍食品の残留農薬問題

や農薬混入事件を受け、加工食品の残留農

薬検査もしています。 

  健康危機発生時には、中毒症状や潜伏期

間などの情報から原因として農薬などの

化学物質が疑われる場合には、当所が保有

するあらゆる機器及び手段を用いて、原因

物質の特定を行っています。 

最後に 

  近年、私たちの食卓には世界中の食品が

並ぶようになった一方、様々な食品衛生問

題も発生し、食の安全が注目されています。 

  万一、食品衛生問題が発生して健康被害

を受けた場合には、適切な医療機関を受診

していただき、保健所へ届出をお願いしま

す。 

  当所は、県の検査機関として、より迅速

に原因物質が特定できるように、今後も調

査研究や日頃からの分析技術向上に努め、

食の安全・安心の確保に科学的に貢献して

いきます。 

 

 ＜農薬検査に使用する主な分析機器＞ 

 

GC-FPD（有機リン系

農薬検査に使用しま

す） 

  

 

GC/MS（有機リン系

農薬以外の農薬検査

に使用します） 

 

 

LC/MS/MS（水に溶け

やすい農薬の検査に

使用します） 

－編集委員会から－ 

みえ保環研ニュースについて、ご意見・ご質問等がございましたら下記までお寄せください。 
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